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　北海道洞爺湖サミット開催を機に、G8諸国及び非

G8主要国合計14カ国の大学並びに国連大学の合計

35大学の学長等約140名が参加し、「グローバル・

サステイナビリティと大学の役割」をテーマに、６月

29日から７月１日の間、G8大学サミットが札幌市で

開催されました。

　このG8大学サミットは、国内参加14大学が運営会

議を構成し、このうち本学と東京大学、慶應義塾大学

が中心となり、開催準備を進めてきたもので、G8諸

国の主要大学の学長が一堂に会し、ひとつのテーマを

討議するというこれまでに例のない会議であり、歴史

上初めての試みでした。

　会議では、地球の持続可能性（サステイナビリ

ティ）を達成するための調査・研究や教育など大学の

役割を認識し、また、大学自らのサステイナビリティ

の達成に向けて取り組んで行くことを約束するととも

に、G8北海道洞爺湖サミットに参加する首脳たちに

対して気候変動問題等に対する科学的で適正な政策の

実施を求める「札幌サステイナビリティ宣言」を採択

しました。

　参加大学は今後もサステイナビリティに向けての取

り組みを他の大学に広げる努力をするとともに、政策

レベルでの対応の促進を図っていくこととしており、

次回G8大学サミットを、イタリアで開催することが

合意されました。

　なお、「札幌サステイナビリティ宣言」については、

７月４日に佐伯総長を始め、東京大学総長、慶應義塾

長、トリノ工科大学長、イタリア大学学長協会事務局

長及びエコール・ポリテクニーク学長が首相官邸を訪

問し、福田総理大臣（当時）に宣言の手交及びG8大

学サミットの報告を行いました。
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サステナビリティ・ウィーク2008の開催 G8大学サミットの開催

　G8北海道洞爺湖サミットに先駆け、６月23日から
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大のテーマである地球温暖化対策を視野に、「持続可能

な社会」の構築に向けて、国際シンポジウムや市民講

座を集中的に開催しました。これは、『持続可能な社会

づくりに向けた研究・教育推進キャンペーン』と呼ぶ

べきもので、国内外から研究者・教育関係者・市民・

学生が参加する、議論と情報発信の機会です。

　このキャンペーンで実施した学術行事は50企画、

講演した研究者は約300人、講演企画の参加者は約

6,400人、展示企画の参加者は約20,000人を越え

ました。企画の分野は、気候・環境変動や食糧、水、

生態系、人材育成、平和、人権など幅広い分野にわた

り、「持続可能な開発」に関して自然科学、社会科学

両側面から議論が行われました。

　７月８日には国連の潘基文（パン・ギムン）事務総

長の訪問を受けて「世界的食糧問題を考える－国連事

務総長と北大生との対話集会」と題した特別講演会

を、本学の学生215名の参加のもと開催しました。

　このように「持続可能な開発」に関連するこういっ

た数多くの学問分野の研究者が世界中から集う学際的

イベントとしては、世界に例のない規模とインパクト

を持つ企画となりました。

　また、当事業のウェブサイトには、３ヶ月で約

28,000人がアクセスし、ウィーク中に学内に開設し

た臨時のインフォメーションセンターには３週間で約

1,800人が訪れました。また、外国報道関係者向け

のプレス・ツアーや東京で記者会見を行うなど国内外

への広報に力を入れたことから、新聞・雑誌等に掲載

された関連記事は140以上となりました。

　なお、サステナビリティ・ウイーク2008が成功

裡に終了したことを受け、佐伯総長は今後も毎年、

ウィークを開催することを決定し、「持続可能性」に係

る世界の研究者や高等教育関係者の活動を英語で受発

信するウェブサイトの充実など、研究や教育の多様な

協働ネットワークを形成し、将来のさらなる国際的な

研究連携や教育連携の促進を図ることとしています。

6/23  朝日新聞（全国版） ウェルカムパーティーでの渡海紀三朗文部科学大臣による来賓挨拶

全体会議での佐伯総長分科会A趣旨説明

記者会見の様子

福田総理大臣への手交

佐伯総長開会挨拶

文部科学省清水高等教育局長来賓挨拶

基調講演を行う潘国連事務総長

ポスター
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重
点
配
分
経
費

持ち回
り

□□銀行□□銀行

△△信託銀行△△信託銀行

××信託銀行××信託銀行

業務協定業務協定

基幹大学（北大）

連携大学B連携大学B

連携大学C連携大学C

連携大学D連携大学D

連携大学E連携大学E
連携大学F連携大学F

当番校当番校

●預入金融機関の選定
●預入金融機関の経営状況の監視
●資金管理、運用

●運営委員会の運営（年2回）
●年間運用計画のとりまとめ（年1回）
●運用回ごとの運用計画の提示、とりまとめ

（連携大学として）
●運用回ごとの参加の判断

払戻（元金・利息）払戻（元金・利息）
預金（元金）預金（元金）

連携大学A
Jファンド

Joint Management Fund
for National Universities in Hokkaido

実施体制

○○銀行○○銀行

①業務の効率化
②スケールメリット
①業務の効率化
②スケールメリット

公募／応募公募／応募
情報共有情報共有
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　内閣府からの協力要請を受け８月18日から24日に
かけて、練習船「おしょろ丸」による北方領土墓参航
海を実施しました。
　今回の墓参航海は、本学に課せられた社会的使命で
ある地域的社会貢献を果たし、かつ、教育研究成果等
の公表に資するものとなるとの判断から受諾したもの
であり、本学が北方領土墓参航海に協力するのは、平
成６年の練習船北星丸（平成13年度末廃船）以来14
年振りです。
　本航海には元島民ら30名と同行者11名、本学事務
スタッフ４名計45名が乗船し、歯舞群島へ向け20
日、花咲港を出発しました。途中強風などの悪天候で
水晶島上陸の中止が懸念されましたが、その後天候も
回復し、水晶島の秋味場墓地、翌日には秋勇留島のオ
タモイ墓地、勇留島のトコマ墓地計３か所に上陸し、
北海道主催による慰霊祭が予定どおり行われました。

　なお、墓参団が
高齢のため本学事
務スタッフも上陸
し、伴走船への乗
り入れの介助や、
慰霊祭用物品運搬
の支援などを行い
ました。
　また、航行中の
船内では、墓参団
員に対して「おしょろ丸」船長による同船の北洋60
日航海における教育研究、洋上実習、各種海洋調査等
に関するレクチャーを行い、本学の教育研究活動及び
水産海洋への理解や関心を高める大変良い機会となり
ました。

北方墓参への協力

おしょろ丸船長によるレクチャーおしょろ丸 オタモイ墓地での慰霊祭の様子

　北海道地区国立大学法人が資金運用業務を共同で実
施することによって、当該業務の効率化を推進すると
ともに、効率的な運用を図り、その利息をもって北海

道地区国立大学法人の教育研究の発展に資することを
目的として、Jファンド運営委員会を設置し、平成21
年３月23日をもって業務協定を締結しました。

北海道地区国立大学法人資金共同運用（Jファンド）
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納沙布岬納沙布岬

色丹島色丹島
国後島国後島

択捉島択捉島

歯舞群島歯舞群島

総長重点配分経費

○総長が重点課題として選定した事業

　平成20年度の主な事業
　・新渡戸奨学金
　・大塚奨学金
　・TOEFL-ITP 受験料支援　他

特別事業費

○全学的観点から推進する事業であって、緊急性かつ
　重要性が認められるもの

　平成20年度の主な事業
　・不正防止対策経費　他

総長裁量経費

○年度途中における教育研究等のニーズに応えるため、
　総長の判断により適宜執行するもの

　平成20年度の主な事業
　・北方墓参航海経費
　・地域医療を支える在籍出向

総長室重点

配 分 経 費

○各総長室（評価室、広報室、基金室を含む）が重点課題
　として企画した事業

　平成20年度の主な事業
　・ジェンダーに関する研究教育の推進のための体制整備
　・ＭＩＴ北大オープンコースウェアの実施
　・知財・産学連携本部事業
　・大学院留学生招致プログラム
　・総長奨励金制度
　・老朽化防止対応経費　他

教育改革室

研究戦略室

国際交流室

施設・環境
計 画 室

評 価 室

広 報 室

企画･経営室

基 金 室

○重点的な資金配分による事業
　北海道大学では、中期計画及び予算編成方針を踏まえ、総長のリーダーシップにより、全学的な教育研究等を
振興・活性化する視点から、次の４つの区分により重点的な資金配分を行っています。

慰霊祭が行われた3島

重点配分経費
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